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ね
り
ま
第
二
事
業
所
法
人
化
、
お
め
で
と
う
。 

知
的
障
害
者
育
成
会
の
民
営
作
業
所
と
し
て
、
長
い

間
、
共
に
歩
ん
で
き
た
ね
り
ま
第
二
作
業
所
が
種
々 

の
条
件
を
満
た
し
て
、
二
十
一
年
四
月
か
ら
法
人
と
な

り
同
じ
立
場
で
活
動
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
上
も
な
い

喜
び
で
す
。
ね
り
ま
事
業
所
も
法
人
を
と
り
、
三
年
目

を
迎
え
、
就
労
移
行
・
継
続
Ｂ
と
、
日
々
精
を
出
し
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
第
二
事
業
所
の
皆
さ
ん
も
、
仕

事
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
日
々
の
生
活
を
充
実
さ
せ
、
ま

た
地
域
と
の
か
か
わ
り
も
持
ち
な
が
ら
、
愛
さ
れ
る
事

業
所
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
努
力
し
ま
し

ょ
う
。 
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平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
、
ね
り
ま
第
二
福
祉

作
業
所
が
、
未
来
・
ね
り
ま
の
第
二
事
業
所
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
永
年
、
法
外
の
小
規
模
作
業
所
と
し

て
、
立
派
に
活
動
し
、
地
域
に
暮
ら
す
知
的
障
害
者
の

日
中
の
働
く
場
を
提
供
し
て
来
ま
し
た
。
今
回
の
障
害

者
自
立
支
援
法
の
実
施
に
と
も
な
い
、
小
規
模
作
業
所

は
原
則
的
に
な
く
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
、
あ
る
い
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ね

り
ま
第
二
福
祉
作
業
所
は
発
足
当
時
よ
り
、
東
京
都

知
的
障
害
者
育
成
会
の
傘
下
の
作
業
所
と
し
て
活
動
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
ね
り
ま
事
業
所
が
、
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
時
に
、
や
が
て
は
、
未
来
・
ね

り
ま
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ね
り
ま
第
二
福
祉
作
業
所
の
開
設
し
て
い
る
土
地
・
建

物
は
す
べ
て
、
練
馬
区
の
所
有
で
あ
り
、
練
馬
区
と
の
調

整
が
必
要
で
し
た
。
幸
い
、
練
馬
区
の
ご
配
慮
に
よ
り
、

ね
り
ま
事
業
所
と
同
様
に
、
借
用
を
お
認
め
い
た
だ
い

た
事
に
よ
り
、
未
来
・ね
り
ま
の
第
二
事
業
所
と
し
て
、

従
来
通
り
の
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

社
会
福
祉
法
人
未
来
・
ね
り
ま
は
、
二
つ
の
事
業
所
を

持
つ
法
人
と
し
て
、
練
馬
区
に
住
む
知
的
障
害
者
の
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
決
意
を
新
た
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
練
馬
地
区
と
大
泉
地
区
と
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
今
後
二
つ
の
事
業
所
が
相
互
の
特

色
を
生
か
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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二
十
三
年
間
小
規
模
作
業
所
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ

し
た
作
業
所
を
目
指
し
、
身
近
な
問
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
職
員
・
保
護
者
・
親
の
会
の
方
々
と
、
力
を
合
わ

せ
て
、
小
規
模
作
業
所
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
キ
メ
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
一
年
四
月
、
社
会
福
祉
法
人
「
未
来
・
ね

り
ま
」
ね
り
ま
第
二
事
業
所
と
し
て
、
就
労
継
続
支
援

事
業
（
Ｂ
型
）
へ
の
、
移
行
と
な
り
ま
し
た
。 

今
、
四
ヶ
月
余
り
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
が
安
心
し
て
通
所
し
、
仲
間
達
と
楽
し
く
働
き
、

少
し
ず
つ
自
立
が
出
来
る
様
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
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 ねりま第二事業所は、1986（昭和 61）年 4 月に練馬手をつなぐ親の会の会員の 

強い要望により、心身に障害をもつ方たちの働く場・集団生活の場を提供すること 

を目的に、練馬区の元学童クラブ室借用し「子供たちと一緒に働こう」と母親たちと 

職員 3 名利用者 8 名で発足しました。これ以来の歩みは、知的障害者を持つお母 

さん方の努力の道でもあります。 

  

  2007（平成 19）年、社会福祉法人未来・ねりま が設立され、2009（平成 21）年には、 

「ねりま第二福祉作業所」を「ねりま第二事業所」として開設しました。ねりま第二事業所 

は、これからも障害者が喜びを持って生き生きと働ける就労活動を拠点として支援して 

いきます。ここ数年、若い利用者が増え、事業所も賑やかになってきました。事業所前 

には、区民農園があり、その一画を借りて地域住民と共に作物を育てながら、交流を深 

めています。  

 

就労継続支援（B型）事業の紹介 

                                            

 ・利用定員                               

35 名 （現員 32 名）              

 

 

                                                     

 職員豆知識 

 

 

 

・作業内容 

割りばしの鞘入れと製品化・雑誌の付録入れ・お灸作り（百草） 

区立公園清掃・ＬＰ清掃・チラシ折り・ポスティング作業等 

 

・活動 

 利用時間 月曜日から金曜日（午前 9 時から午後 4 時まで） 

 日課                                          

     

・クラブ活動             ・レクリエーション活動 

新聞・園芸・プール（月１回）      料理教室・体操教室 

 

こんにちは。ねりま第二事

業所の職員です！ 
今後このコーナーでは、職

員の紹介をしていきたい

と思います。 



みんな仲良く、協力し合って頑張ります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年度 年間行事予定 

５月  東京都障害者スポーツ大会                １２月  障害者フェスティバル 

６月  練馬区障害者通所施設合同運動会                  育成会クリスマス会（駒沢） 

バスハイク（東京ディズニーランド）                   親の会クリスマス会 

８月  福祉盆踊り大会（豊玉公園）                          年忘れ会 

９月  スポーツの集い（東京体育館）               ３月   福祉マラソン大会（皇居） 

１０月 宿泊訓練（１泊２日）                              バスハイク 

※毎月１回・・・秋田医師による定期健康診断 

LP 清掃 

毎週月・水・木曜日

にアパートの清掃

に行きます。自分の

役割を考えながら

掃除しています。 

受注作業風景 

雑誌の付録や箸の

袋入れ、フックの仕

事などを行ってい

ます。難しい仕事に

も挑戦します。 

就労移行支援事業 

就労移行支援事業では、平成 21 年 4 月より、新たに 5 名の利用者を加え、計 8 名で新しい年度をスタートしました。

新しい利用者は、いずれも3 月に高校を卒業したばかり。学校生活とはまた違った雰囲気の中、若さとパワーで毎日頑

張っています。今は、一日でも早く、仕事を覚え、就職に向けての準備にとりかかることが目標です。 

 また、２年目を迎える利用者も企業体験実習や企業・施設見学、会社面接など、精力的に活動しながら、就職を目指

しています。 

就労継続支援事業 

 就労継続支援事業は新年度を迎え、新しく３名の利用者が入りました。初めは緊張した様子で、わからないことや難し

いこともありましたが、周りの先輩や職員に教えてもらったり、聞いたりしながら、少しずつ仕事にも慣れてきました。 

現在は３２名の利用者が、様々な目標を持って、受注や清掃、喫茶の仕事に取り組んでいます。 

新規利用者にインタビュー 

① 楽しかった行事は何ですか？  

・みんなで東京ディズニーランドに行ったこと 

・スポーツ大会 

② 一番楽しい仕事は何ですか？  

・フック付け   ・封入作業   

・箱おり 

③ 難しい・大変と感じることは何ですか？ 

・会社の人との面接・面接に向けた練習 



 

●平成２０年度事業活動概要報告        法人本部 事務局長 齋藤洋 

社会福祉法人未来・ねりまは平成１９年３月に設立、４月にねりま事業所が就労移行支援及び就労継続支援（Ｂ型）の

多機能型事業所として事業開始し、本年度で２年目になりますが、事業活動は概ね順調に推移しました。 

（１）社会福祉法人 未来・ねりま 平成２０年度決算報告 

   平成２１年５月２０日（水）午後に理事会、評議員会が開催され、平成２０年度決算書が承認されました。 

法人本部では、下期に会計経理担当職員を採用し、請求、庶務担当職員との業務処理体制に整備し、法人運営基盤

を確立しました。本部、ねりま事業所の運営実績も当初予算と大きな相違はなく、決算内容は良好でした。 

（２）ねりま事業所運営について 

ねりま事業所では、就労移行支援は定員７人、８人在籍で開始し、個別支援計画に基づいた移行支援プログラムにより

社会性や職業訓練を行い、９月に２人が一般企業に就職が出来ました。これで昨年度から合計５人の方が一般就労し、

職場に定着しています。 

 就労継続支援は定員３３人、在籍３１人で開始し、１人が下期に就労移行支援へ転籍し、年間通じて概３０人在籍で、

個別支援計画に基づいた利用者支援を行い、事業所での就労活動により、従来の受注は減少していますが、アパート清

掃等の委託が増えたことにより、昨年より約５％増の工賃を支給することが出来ました。 

（３）ねりま第二福祉作業所の法人内事業所移行について 

   ねりま第二福祉作業所保護者会や職員への説明会を行い、下期からは法人移行業務推進担当職員を採用し、東京

都事業者指定係や法人内打合せを重ねて、順調に１２月申請し、３月に障害福祉サービスの事業所指定を受けました。 

   平成２１年4月1日より、現状職員を施設長はじめ法人職員として再雇用し、就労継続支援事業（Ｂ型）ねりま第二事業

所として、現在の通所者と利用契約を締結し、３５名定員３２名在籍で事業を開始しました。 

●平成２１年度事業活動重点計画概要について 

（１）練馬手をつなぐ親の会成年後見制度利用検討部会事業活動や法人事業所利用者の個別ケアを含めた相談支援の充

実を図る為に、練馬区相談支援事業との連携を模索する共に、相談支援事業への事業展開を調査、検討していきます。 

（２）グループホーム（４人）・ケアホーム（２人）事業を、平成２１年度から３年間の事業計画で推進していきます。 

（３）喫茶事業を整備、充実し、利用者の社会性向上や職能訓練を行う場所として見直し、集客力向上を図っていきます。 

（４）利用者に対する個別支援計画の充実を図ると共に、日常生活も含めた生活支援の在り方について、研修していきます。 

（５）ねりま第二事業所の新事業体系へのスムーズな移行を行うため、本部及びねりま事業所から支援を行うと共に、工賃収 

入増の為に、受注増の方策を検討しつつ、ねりま事業所の委託、受注事業の内で、移転可能事業を検討していきます。 

 

 

 

 

●社会福祉法人未来・ねりまを支える会報告会 

（１）平成２１年９月１７日（木）１０時から１２時半、於：練馬区役所アトリウム棟地下多目的会議室 

○社会福祉法人未来・ねりまを支える会平成２０年度決算と平成２１年度予算は未来・ねりまを支える会報告会で報告 

 ○社会福祉法人未来・ねりまを支える会会則及び役員は、ねりま第二事業所加入により変更、支える会報告会で報告 

 

 

 

 

 

○社会福祉法人未来・ねりまを支える会入会のご案内 

＜目的＞ （社福）未来・ねりま及びねりま事業所・ねりま第二事業所の充実発展と利用者の支援・啓発に寄与すること。 

＜会 員＞ 利用者・保護者、役員・職員・お取引業者等の法人関係者、親の会会員等でどなたでも入会出来ます。 

＜年会費＞ 1 口 ２，０００円ですが、希望口数としては、個人１口以上、団体・企業等５口以上でお願いしています。 

＜振替口座＞郵貯 00110-4-544768 社会福祉法人未来・ねりまを支える会(払込料金は会負担で手数料は無しです） 

＜お問合わせ＞ 練馬区豊玉中 4-10-6（社福）未来・ねりま ねりま事業所内 TEL3948－0275  FAX3948－5864

支える会事務局（齋藤、江連）にご連絡下さい。入会申込書兼入会受付書及び会則をお送り致します。 


